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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結

累計期間
第71期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 3,516,121 4,341,620 11,317,112

経常利益 （千円） 28,114 106,568 987,292

親会社株主に帰属する四半期(当

期）純利益
（千円） 18,435 76,820 558,668

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 51,832 22,967 713,198

純資産額 （千円） 7,500,274 7,996,622 8,142,531

総資産額 （千円） 12,152,118 14,524,392 14,628,077

１株当たり四半期(当期）純利益

金額
（円） 2.60 10.82 78.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.8 53.5 53.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 992,856 121,134 862,310

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △103,662 △370,077 △154,041

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △131,258 △101,344 △131,609

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,830,857 3,300,806 3,651,210

 

回次
第71期

第２四半期連結
会計期間

第72期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.08 22.77

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」として表示して

おります。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社における異動は下記のとおりであります。

<産業用機械事業>

平成27年４月１日付で連結子会社ファーマリード・エンジニアリング株式会社は当社が吸収合併したため、消滅し

ております。

この結果、平成27年９月30日現在、当社グループは、当社及び子会社４社により構成されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費等一部に鈍い動きがありますが、政府・日銀によ

る継続的な経済政策を背景に、企業収益や雇用環境の改善が堅調にみられ、景気全体としては緩やかな回復基調が

続いております。しかしながら、中国や新興国などの景気減速に加え、ドイツ排ガス不正問題、これらに伴う世界

的な株安等、海外経済における下振れ懸念があり、先行きは不透明な状況となっております。

このような状況下、当社グループでは平成27年４月１日付のエンジ子会社吸収合併を機に、組織再編を行い、

グループ一体となり顧客へ最適な提案活動が行えるよう、体制を強化するとともに新型包装機を投入する等、収益

機会の拡大に注力して参りました。売上高につきましては、概ね計画通りに推移し、前年同期比825百万円増加い

たしました。損益面におきましては、子会社で低採算の案件があり売上高総利益率が2.3ポイント低下しました

が、増収効果により売上総利益は85百万円増加しました。また、人件費やサービス費の削減により販売費及び一般

管理費が減少したため、営業利益以下の各段階利益も増益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,341百万円（前年同期比23.5％増）、売上総利益は869百

万円（前年同期比10.9％増）、営業利益は91百万円（前年同期は２百万円の利益）、経常利益は106百万円（前年

同期比279.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は76百万円（前年同期比316.7％増）となりました。

 

報告セグメントに基づく各事業別の概況は以下の通りであります。

①産業用機械事業

当セグメントにおきましては、売上高全体では4,023百万円（前年同期比27.6％増）でありました。このうち、

包装機が677百万円（同248.3％増）、製剤機が608百万円（同204.4％増）、充填機が1,097百万円（同170.1％

増）、一連ラインが395百万円（同100.2％増）と好調に推移いたしましたが、検査装置が217百万円（同79.5％

減）、改造・調整・修理が655百万円（同6.8％減）、部品が372百万円（同5.8％減）と減少しました。

②工業用ダイヤモンド事業

当セグメントにおきましては、売上高286百万円（前年同期比10.8％減）となりました。内訳では、人造ダイヤ

148百万円（同11.3％増）、原石100百万円（同5.7％増）、パウダー36百万円（同9.5％増）となっております。

③その他

その他は、主に坐薬用包装資材の販売で売上高31百万円（前年同期比23.0％減）であります。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比103百万円減少し、14,524百万円となりました。

これは主として仕掛品が960百万円、前渡金が445百万円、有形固定資産のその他が143百万円増加する一方で、受

取手形及び売掛金が1,438百万円、現金及び預金が351百万円減少したことによるものです。負債につきましては、

前連結会計年度末比42百万円増加し、6,527百万円となりました。これは主として支払手形及び買掛金、電子記録

債務が合計で704百万円、未払法人税等が214百万円減少する一方で、前受金が1,098百万円増加したことによるも

のです。純資産は、主として配当金の支払いが163百万円あったことにより、7,996百万円となり前連結会計年度末

比145百万円の減少となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は3,300百万円となり、前連

結会計年度末より350百万円減少となりました。主な要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は121百万円（前年同期比87.8％減）となりました。これは主にたな卸資産の増

加950百万円、仕入債務の減少704百万円、前渡金の増加445百万円、法人税等の支払額246百万円等により減少した

ものの、売上債権の減少1,438百万円、前受金の増加1,098百万円等により増加したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は370百万円（前年同期比257.0％増）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出257百万円、定期預金の預入による支出170百万円等により減少したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は101百万円（前年同期比22.8％減）となりました。これは主に短期借入金の純

増加79百万円等により増加したものの、配当金の支払額163百万円等により減少したものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更又は新たに発生し

た問題等はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は1,809千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 7,620,320 7,620,320
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)
単元株式数100株

計 7,620,320 7,620,320 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 7,620,320 － 669,700 － 695,975
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（６）【大株主の状況】

  （平成27年９月30日現在）

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社エム・ティ・シー開発 兵庫県芦屋市船戸町12－７ 1,043 13.7

ＭＴＣ社員持株会 大阪市北区西天満１丁目２－５ 521 6.8

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 352 4.6

ミューチュアル取引先持株会 大阪市北区西天満１丁目２－５ 295 3.9

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 264 3.5

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 209 2.7

三浦　隆 兵庫県芦屋市 205 2.7

三浦　雅子 兵庫県芦屋市 199 2.6

豊田　容梨子 兵庫県西宮市 174 2.3

森崎　真規子 大阪府大阪市 173 2.3

計 － 3,440 45.1

（注）　上記のほか、自己株式が518千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（平成27年９月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　518,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,089,900 70,899 －

単元未満株式 普通株式   12,120 － －

発行済株式総数 7,620,320 － －

総株主の議決権 － 70,899 －

 

②【自己株式等】

（平成27年９月30日現在）
 

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２－５
518,300 － 518,300 6.80

計 － 518,300 － 518,300 6.80

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,735,110 3,383,206

受取手形及び売掛金 4,482,454 3,043,759

有価証券 59,962 57,852

商品及び製品 65,729 70,368

仕掛品 1,529,459 2,489,560

原材料 71,047 57,180

前渡金 772,589 1,217,665

繰延税金資産 137,901 99,355

その他 316,308 354,230

貸倒引当金 △4,475 △3,591

流動資産合計 11,166,087 10,769,586

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 450,870 536,210

土地 668,904 668,904

その他（純額） 166,782 310,550

有形固定資産合計 1,286,557 1,515,665

無形固定資産   

のれん 4,564 －

その他 8,243 7,615

無形固定資産合計 12,807 7,615

投資その他の資産   

投資有価証券 1,535,113 1,479,771

長期預金 151,500 251,200

その他 1,096,690 1,121,229

貸倒引当金 △620,679 △620,675

投資その他の資産合計 2,162,624 2,231,525

固定資産合計 3,461,989 3,754,805

資産合計 14,628,077 14,524,392
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,601,856 3,187,111

電子記録債務 756,176 466,739

短期借入金 182,020 260,770

1年内返済予定の長期借入金 12,020 2,060

未払法人税等 250,928 36,601

前受金 961,368 2,059,668

賞与引当金 103,093 91,194

その他 307,680 151,118

流動負債合計 6,175,142 6,255,263

固定負債   

退職給付に係る負債 158,898 160,307

役員退職慰労引当金 73,360 75,792

その他 78,143 36,405

固定負債合計 310,403 272,506

負債合計 6,485,545 6,527,769

純資産の部   

株主資本   

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 695,975 695,975

利益剰余金 6,220,250 6,133,719

自己株式 △262,317 △262,493

株主資本合計 7,323,607 7,236,901

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 573,116 537,546

繰延ヘッジ損益 △9,760 △9,224

為替換算調整勘定 △48 168

その他の包括利益累計額合計 563,307 528,490

非支配株主持分 255,617 231,231

純資産合計 8,142,531 7,996,622

負債純資産合計 14,628,077 14,524,392
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 3,516,121 4,341,620

売上原価 2,731,578 3,471,853

売上総利益 784,543 869,767

販売費及び一般管理費 ※ 782,307 ※ 778,545

営業利益 2,236 91,221

営業外収益   

受取利息 6,077 6,306

受取配当金 13,264 11,325

為替差益 － 3,779

その他 10,454 3,892

営業外収益合計 29,796 25,303

営業外費用   

支払利息 788 1,059

為替差損 3,119 －

投資有価証券評価損 － 7,790

その他 10 1,106

営業外費用合計 3,917 9,956

経常利益 28,114 106,568

特別利益   

固定資産売却益 2,197 131

特別利益合計 2,197 131

特別損失   

固定資産売却損 52 15

特別損失合計 52 15

税金等調整前四半期純利益 30,259 106,684

法人税、住民税及び事業税 7,765 32,578

法人税等調整額 10,245 13,830

法人税等合計 18,011 46,409

四半期純利益 12,247 60,275

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,187 △16,544

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,435 76,820
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 12,247 60,275

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 42,455 △38,061

繰延ヘッジ損益 △2,650 535

為替換算調整勘定 △220 217

その他の包括利益合計 39,584 △37,308

四半期包括利益 51,832 22,967

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 56,635 42,003

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,803 △19,036
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 30,259 106,684

減価償却費 24,587 27,522

のれん償却額 4,564 4,564

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,510 △887

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,601 △11,899

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24,617 1,418

受取利息及び受取配当金 △19,342 △17,631

支払利息 788 1,059

売上債権の増減額（△は増加） 1,759,517 1,438,664

前受金の増減額（△は減少） 396,296 1,098,730

たな卸資産の増減額（△は増加） △718,953 △950,987

仕入債務の増減額（△は減少） 67,439 △704,080

前渡金の増減額（△は増加） △236,971 △445,404

その他 △30,099 △192,471

小計 1,255,560 355,280

利息及び配当金の受取額 15,480 13,818

利息の支払額 △788 △1,059

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △277,396 △246,904

営業活動によるキャッシュ・フロー 992,856 121,134

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △70,700 △170,700

定期預金の払戻による収入 72,500 72,500

有価証券の取得による支出 △1,522 △501,429

有価証券の償還による収入 － 499,836

有形固定資産の取得による支出 △67,577 △257,588

投資有価証券の取得による支出 △23,971 △5,443

貸付金の回収による収入 1,749 642

その他 △14,139 △7,894

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,662 △370,077

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,880 79,125

長期借入金の返済による支出 △9,960 △9,960

配当金の支払額 △127,647 △163,804

非支配株主への配当金の支払額 △3,350 △5,350

その他 △1,180 △1,355

財務活動によるキャッシュ・フロー △131,258 △101,344

現金及び現金同等物に係る換算差額 △364 △116

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 757,571 △350,404

現金及び現金同等物の期首残高 3,073,286 3,651,210

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,830,857 ※ 3,300,806
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありましたファーマリード・エンジニアリング株式会社

を、平成27年４月１日付で当社が吸収合併したことにより、連結の範囲から除外しております。

 

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。その他の影響はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形を満期日に決済が

行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形 3,000千円 －千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給与手当等 209,989千円 196,120千円

退職給付費用 △6,409 7,544

役員退職慰労引当金繰入額 2,432 2,432

賞与引当金繰入額 43,119 42,822

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金 3,891,754千円 3,383,206千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △82,400 △82,400

預け金（流動資産その他） 21,503 －

現金及び現金同等物 3,830,857 3,300,806

（注）　預け金（流動資産その他）は、証券会社への預け金です。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 127,841 18.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 163,350 23.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
産業用機械

事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 3,153,566 321,049 3,474,615 41,505 3,516,121 － 3,516,121

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 3,153,566 321,049 3,474,615 41,505 3,516,121 － 3,516,121

セグメント利益 189,942 37,116 227,058 3,333 230,391 △228,155 2,236

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△228,155千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
産業用機械

事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,023,246 286,422 4,309,669 31,951 4,341,620 － 4,341,620

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 4,023,246 286,422 4,309,669 31,951 4,341,620 － 4,341,620

セグメント利益 332,889 29,751 362,640 3,238 365,878 △274,657 91,221

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△274,657千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ２円60銭 10円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 18,435 76,820

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
18,435 76,820

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,102 7,102

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月６日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松嶋　康介　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミュー

チュアルの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日か

ら平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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